
予算 市負担 国負担 県負担 計
補正4号 1.6 1.4 2.98 5.98
補正5号 0.75 0.2 0.02 0.97
補正6号 2.4 0.9 1.5 4.8

計 4.75 2.5 4.5 11.75

  　　　災害被害対策予算額概要（億円）

農業被害対策予算額概要（億円）
補正７号 市負担 国負担 県負担 計
農業施設 1.9 3.8 5.7

　 　 一 般 行 政 職 才

1 浦 安 市 3 2 8 .6 1 2 1 .7 4 5 0 .3 4 3 .4
2 印 西 市 3 3 9 .2 1 0 1 .9 4 4 1 .1 4 3 .8
3 佐 倉 市 3 3 0 .6 1 0 4 .1 4 3 4 .7 4 2 .0
4 習 志 野 市 3 0 8 .9 1 2 3 .6 4 3 2 .5 3 9 .8
5 市 川 市 3 3 0 .2 1 0 2 .2 4 3 2 .4 4 2 .9

県 内 平 均 給 与 月 額 上 位 5 団 体 （ 一 般 行 政 職 ）

単 位 　 千 円 （ 月 額 ）

団 体 名
平 均 年

齢
県 内
順 位

平 均 給
料

平 均 諸
手 当

平 均 給
与

Ａ+Ｂ-Ｃ
1 佐倉市 42.0 330,560 104,131 434,691 384,908 40,633 394,058 10349.79 7870.48
2 袖ケ浦市 39.2 307,390 90,747 398,137 369,497 21,572 376,565 10156.56 7841.58
3 東金市 40.0 312,732 82,235 394,967 359,758 29,387 365,580 9874.18 7818.30
4 山武市 41.7 325,786 77,106 402,892 356,032 39,190 363,702 9661.68 7812.61
5 富津市 38.9 303,892 47,473 351,365 338,715 6,263 345,102 9032.52 7812.13
6 八千代市 38.4 299,529 98,600 398,129 353,572 34,467 363,662 10367.94 7800.23

平均給料
月額円/
平均年齢

平均給与
月額円
Ａ ＋ Ｂ

平均給与
月額円
（国）

平均時間
外手当円
Ｃ

時間外除
く　円

平均給与
月額円/
平均年齢

県内
順位

団体名
平均
年齢

平均給料
月額円
Ａ

諸手当
月額円
Ｂ
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台
風
15
号
（
9
月
9
日
）
、
同

19
号
（
10
月
12
日
）
、
同
21
号

大
雨
（
10
月
25
日
）
に
対
し
、
市

は
4
つ
の
補
正
予
算
で
対
応
。

補
正
予
算
4
号
（
10
月
29
日
専

決
処
分
）
、
同
5
号
（
10
月
12
日

提
案
）
、
同
6
号
（
10
月
25
日
提

案
）
に
次
い
で
、
農
業
被
害
に
つ

い
て
は
、
同
7
号
（
2
月
議
会
提

案
予
定
）
で
対
応
（
左
表
参
照
）
。

①
補
正
4
号

災
害
救
助
法
等
に

よ
る
被
災
住
宅
へ
の
補
助
。

②
補
正
5
号

住
宅
再
建
利
子
補

給
、
道
路
補
修
、
倒
木
対
策
、
公

園
復
旧
等
。

③
補
正
6
号

被
災
住
宅
補
助
、

災
害
廃
棄
物
処
理
、
道
路
橋
復
旧
、

農
業
関
係
土
砂
撤
去
等
。

④
補
正
7
号

農
業
施
設
補
助

（
農
業
者
負
担
は
１
～
３
割
）

こ
の
他
に
、
明
神
橋
復
旧
５
億

円
（
市
負
担
１
・
７
億
円
、
国
負

担
３
・
３
億
円
）
を
予
定
。

ま
た
、
被
災
者
支
援
と
し
て
予

算
外
の
義
援
金
、
支
援
金
等
が
あ

る
。
詳
細
は
「
危
機
管
理
室
の
Ｈ

Ｐ
」
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
11
月
15
日

号
」
を
参
照
。

予
算
額
は
、
4
つ
の
予
算
で
約

17
億
５
千
万
円
。
明
神
橋
復
旧

（
５
億
円
）
と
、
新
年
度
予
算
分

（
約
４
億
円
）
も
含
め
る
と
約
26

億
５
千
万
円
と
な
る
。

自
衛
隊
へ
の
出
動
要
請
は
、
千

葉
県
の
危
機
管
理
室
に
15
号
台
風

と
21
号
台
風
に
対
し
て
2
度
要
請

（
倒
木
、
停
電
対
策
等
）
。

習
志
野
か
ら
9
月
15
日
以
降
給

水
車
等
が
出
動
。
自
衛
隊
は
人
命

救
助
を
最
優
先
に
し
て
い
る
。

自
衛
隊
出
動
各
延
数
は
２
回
、

19
日
間
、
１
０
３
０
人
、
２
２
７

車
両
で
あ
っ
た
。

担
当
部
署
に
よ
る
と
、
市
有
建

物
の
被
害
に
対
す
る
保
険
請
求
額

は
約
２
千
万
円
程
度
。

市
議
会
で
は
、
今
年

度
の
意
見
交
換
会
を
11

月
16
日
に
開
催
し
、
農

業
関
係
者
と
行
い
ま
し

た
。農

業
も
変
化
の
激
し

い
時
代
に
あ
っ
て
、
多

く
の
農
業
者
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
直
に
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
藤
崎

は
「
ゲ
ノ
ム
編
集
と

農
業
」
と
い
う
視
点

か
ら
「
ゲ
ノ
ム
編
集

食
用
作
物
」
の
資
料

を
提
供
し
ま
し
た
。

地
球
の
歴
史
は
５
０

億
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
地

球
は
炭
酸
同
化
作
用

を
行
っ
て
い
る
惑
星

で
、
植
物
と
動
物
の
遺

伝
情
報
は
良
く
似
て
い

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
以

前
は
、
植
物
も
動
物
も

先
祖
は
同
じ
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
10
億
年
以
上

前
に
、
植
物
と
動
物
は

別
れ
た
よ
う
で
す
。

思
え
ば
、
私
た
ち

は
長
い
時
間
の
旅
を

続
け
て
い
ま
す
。

人
の
遺
伝
情
報
は
ウ

ニ
（
寿
司
な
ど
の
）
と

遺
伝
子
数
が
ほ
ぼ
等
し

く
70
％
が
共
通
の
状
態

で
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
他

の
生
物
の
遺
伝
情
報
は

取
り
込
ま
ず
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
一
部
を
切
断
す
る
な

ど
し
て
形
質
（
遺
伝
的

性
質
）
を
変
え
る
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、
突
然

変
異
を
人
為
的
に
起
こ

し
、
品
種
改
良
を
迅
速

に
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
を
利
用
し
、

食
べ
る
と
血
圧
を
下
げ

る
ト
マ
ト
の
開
発
等
が

進
ん
で
い
ま
す
。

将
来
、
農
業
分
野
で

は
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
使

用
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
と
農
業

（会派）市民オンブズマンひまわり会

ゲノム編集「食用作物」

佐
倉
市
の
激
甚
災
害
予
算
は
26
億
円

２
０
２
０
年
を
迎
え
、
佐
倉
市
は
昨
年
の
大
き
な
台
風
被
害
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
被
災
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
台
風
は
「
激
甚
災
害
特
別
財
政
援
助
法
」
に
指
定

さ
れ
、
国
、
県
の
財
政
措
置
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
所
開
設
に
は
、

職
員
延
３
６
５
人
が
対
応
し
ま
し
た
。

佐
倉
市
職
員
の
Ｈ
30
年
平
均
給
与

月
額
（
諸
手
当
含
む
）
は
、
県
内
ラ

ン
キ
ン
グ
で
第
３
位
（
県
Ｈ
Ｐ
・
左

表
上
段
）
で
す
。
そ
の
理
由
を
市
は
、

残
業
手
当
が
多
い
か
ら
と
説
明
し
て

い
ま
す
が
、
残
業
代
を
除
い
て
も
３

位
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
調

べ
て
み
ま
す
と
、
平
均
給
料
（
基
本

給
）
を
平
均
年
齢
で
割
っ
た
値
は
、

県
内
第
１
位
（
左
表
下
段
）
で
す
。

要
す
る
に
、
年
齢
を
考
慮
す
る
と

千
葉
県
内
で
一
番
高
い
給
料
を
支
払
っ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

理
由
は
、
こ
れ
ま
で
の
給
料
制
定

の
経
緯
（
い
き
さ
つ
）
が
残
っ
て
お

り
、
そ
う
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
職
員
給
料
等
の
引

き
上
げ
議
案
」
に

は
反
対
致
し
ま
し

た
。

市
職
員
の

年
齢
当
た
り
給
料
は

県
内
第
１
位

オンブズマンと

は「行政苦情の解

決や行政の適正運

用、人権保護のた

めに行動する人」

です。

市民オンブズマ

ンは、市民がオン

ブズマンのように

活動するものです。

各種の御相談は下

記連絡先にどうぞ。
一緒に活動できる

方を募集中です。

11
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
か
ら
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
と
恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

戦
場
で
の
戦
死
者
だ
け
で
な
く
、
民

間
被
害
者
も
含
め
た
追
悼
式
で
有
り
、

参
加
し
易
い
土
曜
日
に
な
り
ま
し
た
。

予
約
な
し
で
参
加
可
能
で
、
合
計
３

０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

昭
和
20
年
の
日
本
の
人
口
は
約
７

０
０
０
万
人
。
第
二
次
大
戦
で
亡
く

な
っ
た
方
は
、
３
０
０
万
人
で
あ
り
、

23
人
に
１
人
と
、
多
く
の
方
々
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
ド
イ
ツ
で
は

７
０
０
０
万
人
の
う
ち
８
０
０
万
人

程
度
と
約
９
人

に
１
人
以
上
が

亡
く
な
っ
て
い

ま
す
）

今
、
戦
後
74

年
が
経
過
し
、

そ
の
当
時
の
遺

族
（
死
者
の
後

に
残
っ
た
家
族
・

親
族
）
は
高
齢

化
し
人
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
の
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
の
は
、

戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
か
ら
で
す
。
第

二
次
大
戦
の
戦
争
遂
行
者
は
、
多
く

の
人
々
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、

戦
争
を
終
了
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
戦
争

被
害
者
が
そ
の
死
を
も
っ
て
戦
争
を

終
了
さ
せ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
お

か
げ
で
私
た
ち
が
今
生
き
て
い
ま
す
。

来
年
度
も
是
非
、
戦
争
被
害
者
と

の
直
接
の
血
縁
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

戦
没
者
追
悼
式

◆
災
害
予
算
の
概
要

◆
各
予
算
の
主
な
目
的

◆
予
算
総
額
26
億
円

◆
自
衛
隊
は
19
日
出
動

◆
市
建
物
は
約
２
千
万
円

こうほう佐倉12月15日号より

ゲ
ノ
ム
と
は
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
書
き
込
ま
れ
た
す
べ
て
の

遺
伝
情
報
の
こ
と
で
す
。



議 案 種 類 提 出 者 件 数 主 な 内 容 （ 青 字 は 否 決 さ れ た 議 案 ）
可 決
数

補 正 予 算 市 長 9
一 般 会 計 ｘ 3件 、 国 民 健 康 保 険 、 農 業 集
排 水 、 介 護 保 険 、 災 害 共 済 、 後 期 高 齢 者
医 療 、 下 水 道 事 業

9

条 例 改 正 市 長 10

手 数 料 、 議 員 報 酬 、 特 別 職 給 与 、 一 般 職
員 給 与 、 特 別 職 非 常 勤 報 酬 、 職 員 の 分
限 、 国 保 税 、 家 庭 的 保 育 事 業 、 道 路 構
造 、 下 水 道

10

契 約 市 長 1 小 中 学 校 等 空 調 設 備 （ 基 準 金 利 確 定 ） 1
指 定 管 理
者 指 定

市 長 3
ミ ウ ズ 、 ヤ ン グ プ ラ ザ 、 ス マ ー ト オ フ ィ
ス プ レ イ ス

3

人 事 市 長 2 監 査 委 員 、 人 権 擁 護 委 員 2
基 本 構 想 市 長 1 基 本 構 想 ・ 前 期 基 本 計 画 の 策 定 1

請 願 市 民 0 0
陳 情 市 民 1 暗 所 視 支 援 眼 鏡 「 Ｍ Ｗ １ ０ 」 認 定 1

意 見 書 議 員 8

豚 コ レ ラ 対 策 、 あ お り 運 転 厳 罰 化 、 横 断
歩 道 の 安 全 安 心 決 議 、 激 甚 災 害 対 応 の 河
川 整 備 等 、 オ ス プ レ イ の 木 更 津 配 置 凍
結 、 被 災 者 生 活 再 建 支 援 法 の 抜 本 改 正 、
土 砂 災 害 警 戒 区 域 の 指 定 率 引 き 上 げ 等 、
消 費 税 率 ５ ％ に 減 額

2

　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

市
民
オ

ン

ブ

ズ

マ

ン

ひ
ま
わ
り
会

さ
く
ら
会

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

斉
藤
明
美
議
員

議 員 数 （ 合 計 2 8名 ） 2 8 2 9 4 4 3 2 1 1 1 1

① Ｒ １ 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算
(補 正 第 5号 　 6, 8 2 4万 円 )

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

② 議 員 報 酬 条 例 改 正 ○ × ○ ○ ○ × × × × × ○

③ 特 別 職 給 与 条 例 改 正 ○ × ○ ○ ○ × × × ○ × ○

④ 一 般 職 員 給 与 条 例 改 正 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤ 指 定 管 理 者 指 定 （ ス マ ー ト オ フ ィ
ス プ レ イ ス ）

○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

⑥ 基 本 構 想 及 び 前 期 基 本 計 画 策 定 修
正 案 （ そ れ 以 外 は 全 員 賛 成 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
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議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
Ｒ
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

今
議
会
の
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
は
、
①

台
風
被
害
（
15
号
、
19
号
、

21
号
）
に
対
す
る
専
決
処

分
（
５
・
９
億
円
）
。
②

通
常
の
人
件
費
補
正
、
台

風
被
害
対
策
、
そ
の
他
に

対
す
る
補
正
（
６
８
２
４

万
円
）
。
③
台
風
対
策

（
４
・
８
億
円
）
が
提
出

さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

②
議
員
報
酬
条
例
改
正

議
員
の
期
末
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
を
年
間
０
・
０
５

カ
月
分
引
き
上
げ
る
議
案
。

災
害
被
災
自
治
体
の
議

員
と
し
て
反
対
し
た
。

③
特
別
職給

与
条
例
改
正

特
別
職
（
市
長
、
副
市

長
、
水
道
事
業
管
理
者
、

教
育
長
）
の
期
末
手
当

（
ボ
ー
ナ
ス
）
を
年
間
０
・

０
５
カ
月
分
引
き
上
げ
る

も
の
。
こ
れ
に
つ
い
て
も

災
害
復
旧
を
優
先
す
べ
き

と
し
て
反
対
し
た
。

④
一
般
職
職
員

給
与
条
例
改
正

基
本
給
（
給
料
）
の
平

均
０
・
２
％
、
勤
勉
手
当

（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
年
間
０
・

０
５
カ
月
分
、
住
居
手
当

の
各
引
き
上
げ
議
案
。
市

職
員
平
均
給
料
は
、
平
均

年
齢
で
割
る
と
県
内
１
位

と
高
い
の
で
反
対
し
た
。

⑤
ス
マ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
の

指
定
管
理
者
指
定

採
算
性
な
ど
か
ら
一
部

の
反
対
が
あ
っ
た
。

⑥
基
本
構
想
及
び

前
期
基
本
計
画
策
定

総
合
的
計
画
議
案
で

あ
り
、
委
員
会
で
一
部

修
正
し
本
会
議
で
可
決

し
た
。

11
～
12
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
概
要

こ
の
議
会
は
台
風
15
号
、
19
号
、
21
号
が
佐
倉
市
を
襲
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
災
害
対
策
議
会
の
様
相
を
呈
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
意
見
書
は
８
件
の
う
ち
２
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
（
議
案
賛
否
は
左
表
上
、
議
案
の
内
容
は
左
表
下
参
照
）トピックス

編
集
後
記

昨
秋
の
台
風
が
千
葉
県
を
襲

い
、
佐
倉
市
も
大
き
な
被
害
を

受
け
た
。

自
衛
隊
も
出
動
し
、
佐
倉
市

発
足
以
来
最
大
の
被
害
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
。
新
年
度
予
算

案
も
含
め
、
災
害
予
算
合
計
は

26
億
円
に
も
達
し
て
い
る
。

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
、
国
、

県
の
補
助
が
あ
っ
て
も
、
市
負

担
は
９
億
円
に
達
す
る
状
態
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
災
害
に
対
す

る
職
員
の
作
業
量
が
多
く
、
他

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

保
育
園
に
お
け
る
使

用
済
み
紙
オ
ム
ツ
に
関

し
て
は
現
在
、
各
保
護

者
が
自
宅
に
持
ち
帰
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

18
年
12
月
、
19
年
3
月
、

9
月
の
議
会
質
問
で
保

育
園
で
の
一
括
処
理
の

要
望
が
出
て
い
た
（
藤

崎
は
二
度
質
問
）
。

今
議
会
で
は
「
使
用

済
紙
オ
ム
ツ
は
保
育
園

で
一
括
処
理
し
た
い
」

と
市
が
答
弁
し
た
。

新
年
度
予
算
案
で
は

８
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
る
。
民
間
保
育
園
は

半
数
近
く
が
既
に
実
施

済
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
何
人
か
の

議
員
か
ら
質
問
が
出
て
、

佐
倉
市
が
検
討
し
た
結

果
、
そ
の
様
に
な
っ
た
。

子
育
て
支
援
に
関
し

て
は
、
ま
だ
ま
だ
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
共

働
き
家
庭
が
増
加
し
て

お
り
、
子
育
て
は
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

支
援
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
経
費
も
必
要
で

あ
り
、
入
札
の
際
の
く

じ
引
き
で
の
落
札
者
決

定
を
少
な
く
す
る
な
ど

し
て
、
予
算
を
有
効
に

使
う
必
要
が
あ
る
。

佐倉市議 藤崎 良次

藤崎の議会質問から他

佐
倉
市
で
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
（
離
れ
た
と
こ

ろ
で
働
き
・
通
勤
の
負

担
等
減
）
を
可
能
と
す

る
た
め
に
、
ス
マ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
と
称
す
る
貸

し
事
務
所
を
ユ
ー
カ
リ

が
丘
に
開
設
し
て
い
る
。

こ
の
開
設
費
用
は
、

約
１
億
２
０
０
万
円

（
内
約
半
分
が
国
の
補

助
）
。
今
後
、
指
定
管

理
者
に
は
年
額
約
５
５

０
万
円
で
管
理
委
託
す

る
。
市
の
事
務
所
賃
借

料
は
、
年
額
約
８
５
０

万
円
で
あ
り
、
合
計
年

額
１
４
０
０
万
円
が
必

要
。
こ
の
計
算
の
背
景

に
は
年
額
１
３
０
０
万

円
の
賃
貸
収
入
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
開
設
に
よ
り
、

多
く
の
企
業
や
個
人
に

利
用
を
促
し
、
産
業
の

活
性
化
を
推
進
す
る
計

画
で
あ
る
。

採
算
性
は
不
透
明
で

あ
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
都
心
の
混
雑
回
避

や
災
害
回
避
の
需
要
も

予
想
さ
れ
る
。

公
立
保
育
園
の

紙
オ
ム
ツ
は
持
ち
帰
ら
ず
、

市
で
一
括
処
理
す
る
方
向
に

新
佐
倉
図
書
館
の
設

計
変
更
が
進
み
、
総
額

も
判
明
し
て
き
た
。
完

成
は
２
０
２
２
年
度
中

で
、
総
額
30
億
円
が
新

年
度
予
算
案
で
見
込
ま

れ
、
設
計
変
更
で
５
億

円
の
増
と
な
っ
た
。

こ
の
図
書
館
建
設
地

は
、
現
在
の
市
立
美
術

館
北
側
の
駐
車
場
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
駐
車

用
地
や
秋
祭
り
の
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
、
地
上
の
場

所
が
必
要
な
た
め
、
図

書
館
の
閲
覧
室
等
は
地

下
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
計
画
に
反
対
の

人
は
「
地
下
図
書
館
」

と
言
い
、
賛
成
す
る
人

は
「
地
下
で
は
な
く
、

半
地
下
で
あ
る
」
と
言

う
。
こ
の
よ
う
な
状
態

の
中
で
、
設
計
の
変
更

が
行
わ
れ
、
北
側
だ
け

で
な
く
、
西
側
か
ら
も

採
光
を
可
能
と
し
、
地

下
ら
し
く
な
い
図
書
館

を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
地
下

図
書
館
か
ら
脱
皮
し
、

市
民
か
ら
の
要
望
を
採

用
し
よ
う
と
し
た
こ
と

に
な
る
。

テレワーク → Tele(離れた所）で Work(働く）

ス
マ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス

私
た
ち
の
身
の
回

り
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ

が
多
く
開
店
し
、
生

活
に
必
須
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
佐

倉
市
で
は
、
住
民
票

な
ど
を
、
コ
ン
ビ
ニ

で
も
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
際

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
住
民
票
な
ど

の
発
行
経
費
は
高
額

と
な
っ
て
お
り
、
一

通
当
た
り
一
万
円
を

超
え
て
い
る
（
１
３

１
７
枚
の
発
行
経
費

は
１
４
２
８
万
円
）
。

理
由
は
、
シ
ス
テ
ム

委
託
料
な
ど
が
高
額

な
た
め
で
あ
り
、
市

窓
口
で
の
発
行
経
費

は
４
９
５
円
で
受

取
金
額
と
差
が
な

い
程
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背

景
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
数
を
増
や
し

た
い
と
の
国
の
意

向
が
働
い
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の

受
け
取
り
は
便
利

で
あ
る
が
、
コ
ス

ト
高
で
あ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
危
険
性
か
ら

も
い
っ
た
ん
中
止

す
べ
き
と
思
い
ま

す
。
皆
様
は
ど
う

思
い
ま
す
か
。

コンビニでの住民票などの発行費用は一通１万円超

新
佐
倉
図
書
館

総
額
30
億
円

市
の
新
年
度
一
般
会
計

予
算
案
は
、
初
め
て
５
１

４
億
円
（
前
年
比
27
億
円

増
）
と
５
０
０
億
円
を
超

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、

歳
入
で
地
方
消
費
税

（
５
億
円
増
）
、
国
庫
補

助
金
（
15
億
円
増
）
県
支

出
金
（
７
億
円
増
）
、
市

債
発
行
（
11
億
円
増
）
等
。

歳
出
は
災
害
対
策
費

（
７
億
円
）
、
佐
倉
図
書

館
・
学
校
ト
イ
レ
等
教
育

費
（
20
億
円
増
）
、
保
育

費
（
３
億
円
増
）
な
ど
。

新
年
度
予
算
案
は

５
０
０
億
円
超
へ


